
令和２年度 学校評価アンケートのまとめ 

１２月に実施した学校評価アンケートの結果をお知らせします。 

 

心を育てる飯村小の教育 

設問13「学校は、道徳教育をはじめとしてさまざまな活動を通して、子どもの豊かな心を育む教育をしていると思われますか」
との設問に対して、95.1％の保護者から肯定的な回答を得ました。道徳は「特別の教科 道徳」が設定され、いっそう力を入れて
いかなければならない教科となっております。そこで、昨年度に引き続き、授業改善のために研究授業も重ねて実施しておりま
す。 
 設問 14「学校は、子どもたちがよりよい集団生活を自ら高めていく力を身につけられるよう『飯村しぐさ十箇条』や『ぴかぴ
かハートタイム』を柱に指導し、基本的な生活習慣や共生の心を育んでいます。「この取り組みについてよいと思われますか」に
対しては、98.3％の保護者から肯定的な回答を得ました。日頃から折に触れて指導を重ね、子どもたちに意識させるように委員会
や学級活動で指導した効果が出ています。 
 設問 15「学校は、生活科や総合的な学習などにおいて、地域素材を活用したり、地域の方から学んだりする活動を行っていま
す。学校と地域が連携するために、これらの取り組みはよいと思われますか」に対しては 99.1％の保護者が肯定的にとらえてい
ます。コロナ禍でありますが、今後も各学年、飯村校区のよさを生かした特色ある単元に地域と連携して取り組み、校区に対する
愛着も醸成していきたいと考えております。 
 

素敵な「飯村っ子」 
「楽しく学校に通っている」と回答した保護者は96.2％（設問1）、「友達と仲よく過ごしている」と回答した保護者は95.1％

（設問３）で、昨年度同様に高い数値となっています。コロナ禍で休校期間があったものの、子どもたちは毎日元気よく登校して
いることがわかります。 
 「出かけるときに場所や帰宅時間を告げている」と回答した保護者は90.3％（設問12）で、昨年度より増加しています。安全
に生活をする意識をもっている結果であると考えられます。家庭での約束がしっかりと守られるように、今後も続けていきたい
です。 
 「身の回りの整理整頓ができていますか」（設問４）という問いについて「できている」と回答した割合は44.3％になっており、
昨年度46.4％よりも低くなっています。身の周りの整理整頓をはじめ、場を清めることは、何を始めるにしても大切なことです。
今後も学校と家庭が協力して整理整頓の方法や規則正しい生活習慣の必要性を子どもたちに伝えていく必要があります。 


